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選
手
全
員
完
走
!

総
合
印
位
、村

の
部
日
位

第
十
四
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
は
、
十
一
月

十
七
日
午
前
八
時
に
県
内
八
十
五

市
町
村
の
選
手
が
白
湾
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
を
一
買
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
福
患
県
庁
ま
で

の
%
・

4
M
十
六
区
間
を
選
手

た
ち
は
激
走
し
ま
し
た

c

本
村
チ
i
ム
は
一
分
一
秒
を
大

切
に
〈
王
員
が
一
丸
と
な
っ
て
タ
ス

キ
を
繋
げ
よ
う
と
懸
命
の
走
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
昨
年
の
成
鎮
を
上
回
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

選
手
一
人
ひ
と
り
の
力
走
は
私
達

に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

練
習
は
と
て
も
長
く
辛
か
っ
た
け

れ
ど
、
本
語
は
一
掘
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
良
い

経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

でん
が来の迷
ん年 一 惑
はは蓄を
りべでか
たスすけ
いト。て
。コ申

ン し
デ訳
イあ
シ り
ヨま
ンせ

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
畏
か
っ
た
で
す
。
来
年

も
が
ん
ば
り
た
い
と
患
い
ま
す

c

初
め
て
の
大
会
だ
っ
た
の
で
緊

張
し
た
け
ど
、
自
分
の
中
で
は
最

高
の
走
り
が
で
き
ま
し
た
。

自分の中では、一番良い走

りができて最高だった。

初
め
て
の
経
験
で
不
安
は
あ
り
ま

し
た
が
、
中
高
校
生
と
一
緒
に
練
習

し
た
り
、
今
日
の
大
会
者
一
絡
に
体

験
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
大
会
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
の

尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
こ
ん
な
義
晴
ら

し
い
体
験
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

c

昨
年
に
引
続
き
の
叩
区
で
し
た
が
、

不
本
意
な
が
ら
ブ
レ
ー
キ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
題

張
り
た
い
と
患
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
お
世
話
仁
な
り
ま
し
た
。
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目標タイムよりかなり遅れた
ので最悪でした。すみませんG

初めてのふくしま駅缶だったので少し

緊張しました。しかし目標タイムよりよ

くなったととがとてもうれし力、ったです。

と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、
4

つ
ま
で

で
一
番
良
い
走
り
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
タ
ス
キ
を
も
ら
っ
て
か
ら

は
自
分
な
り
の
走
り
が
で
き
た
と

患
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
鳴
い
が

残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

信
八
刀
な
り
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
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選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

選
手
団
解
団
式

平成昨年12月

年末年始の交通事故蹄止

広報たまかわ

ぐるみ運動県民総
あなたです~無事故の主役~うつくしま

解
団
式
は
十
一
月
十
七
日
午
後

五
時
三
十
分
か
ら
村
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
車
田
本
部

長
か
ら
選
手
一
人
ひ
と
り
に
出
場

記
念
メ
ダ
ル
が
伝
達
さ
れ
、
続
い

て
溝
井
監
督
か
ら
車
田
本
部
長
に

団
旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
車
田
本
部
長
か
ら
「
こ
の
貴

重
な
体
験
を
今
後
の
人
生
の
中
で

い
か
し
て
ほ
し
い
。
選
手
、
役
員
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
」
と
あ
い
さ
っ
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
実
行
委
員

長
、
西
川
村
議
会
議
長
、
矢
吹
教

育
委
員
会
委
員
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
選
手
ら
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

村
内
で
死
亡
事
故
発
生

十
月
十
五
日
、
北
須
釜
地
内

の
県
道
古
殿
・
須
賀
川
線
で
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
三
人
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
遺
族
の
方
々

の
悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル

l
ル
を
守
り
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

年
末
年
始
は
交
通
量
が
増
加

し
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運動期間

平成14年12月10日(火)
~平成15年 1月ア臼(火)

一運動の重点-

1 飲酒運誌の追放

2 夜間の交通事故佑止

3 シートベルトとチヤイルドシートの着用の徹底

戸籍事務の

電算化について

溝井監醤から車田本部長へ国旗の返還

村
で
は
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
氏
・
名
の
文
字
が

「
正
字
化
」
さ
れ
ま
す

記
録
さ
れ
る
氏
・
名
の
文
字
は

法
務
省
の
方
針
に
よ
り
、
①
正
字
、

あ
る
い
は
②
俗
字
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
の
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
・
名
が
正

字
俗
字
で
な
い
場
合
は
、
正
字
に

改
め
て
記
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
個
別
に

…
月
の
初
句
ご
ろ
に
記
録
さ
れ
る

文
字
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

通
知
の
内
容
に
つ
い
て
、
疑
問

が
あ
る
場
合
に
は
役
場
住
民
謀
一
戸

籍
係
へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
〔
正
客
〕
常
用
漢
字
表
や
人

名
用
漢
字
表
な
ど
に
記
載
さ
れ
て

い
る
文
字
。
漢
和
辞
典
な
ど
で
正

し
い
と
さ
れ
る
文
字
が
正
字
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。

②
〔
俗
客
〕
慣
習
上
用
い
ら
れ

て
い
る
俗
用
の
文
字
。
正
字
で
は

な
い
が
、
手
書
用
と
し
て
一
般
的

に
使
わ
れ
て
い
て
、
漢
和
辞
典
に

俗
字
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
文

字
が
俗
字
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

氏名に関するもの

E見

飲
酒
運
転
は
悪
質

飲
酒
運
転
の
事
故
は
、
死
亡
事

故
と
な
る
確
率
が
通
常
の
六
1
七

倍
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
極
め
て
悪
質
な
運
転
で
あ

る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
た
と
え

少
量
で
あ
っ
て
も
酒
を
飲
ん
だ
ら

絶
対
に
運
転
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
、
っ
。

夜
間
出
か
け
る
と
き

-
白
色
や
黄
色
な
ど
、
明
る
い
服

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

-
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

住
所
z

本
籍
の
字
名
が

統
一
さ
れ
ま
す

住
所
・
本
籍
の
表
示
を
登
記
事

務
上
の
文
字
に
統
一
し
記
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③様式が縦書きから横書きになります

④証明書がA4判サイズになります

⑤証明書の公印が朱色から黒色の電予

公印になります

⑤用紙が白色紙から偶造妨止用の地紋

紙になります

証明書の様式例は次号でお知らせし

ます。

ます

[全部事項註明書j

[一部事項証明書J
(平成政製原

します。

ります

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
十
四
年
度
第
土
「
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が

十
月
二
十
五
日
に
村
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
次
の
九
名
の
ヱ
J

供

た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

(保
i

保
護
者
)

詞部海岬くん
竜 崎

(保・啓之)

んやち杓
Jゆ

吉
さ員育石森ゅうかちゃん

岩法寺
(保・誠)

溝井健太郎くん

(保清盛) 夫)(1呆

大越樫輔くん
南須釜

(保・鑓一)

昧原圭汰くん
川辺

(保・浩之)

石川|友理ちゃん
川辺

(保・和典)

薄井清構くん
南須蓑

(保-善彦)

大森氷雅くん
岩法寺

(保・ 典)
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2
0
0
2
文
化
講
演
会
は
、
十

一
月
六
日
マ
l
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
に

四
百
人
の
入
場
者
を
集
め
て
開
催

さ
れ
、
講
師
の
西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん

が
、
自
分
の
人
生
ド
ラ
マ
を
語
り

ま
し
た
。

西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん
は
、
京
都
市

で
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
血
を

受
け
継
ぐ
生
粋
の
京
都
っ
子
で
す
。

講
演
は
、
ヘ
レ
ン
さ
ん
の
小
さ

な
こ
ろ
か
ら
吉
本
興
業
に
所
属
し

ヘ
レ
ン
杉
本
の
名
で
デ
ビ
ュ
ー

し
、
そ
こ
で
西
川
き
よ
し
さ
ん
と

大
恋
愛
を
し
て
結
婚
、
子
供
の
出

産
、
母
親
の
死
な
ど
現
在
ま
で
の

生
き
ざ
ま
を
関
西
弁
を
交
え
て
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

講演をする西川へレンさん

6 

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
に
入
選

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
泉
中
学
校
三
年

の
鈴
木
亜
希
さ
ん
が
県
中
地
方
振

興
局
長
賞
を
、
同
じ
く
三
年
の
浅

野
絵
美
き
ん
が
須
賀
川
税
務
署
長

賞
を
受
賞
し
、
十
一
月
十
四
日
に

泉
中
学
校
校
長
室
に
お
い
て
伝
達

式
が
あ
り
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
、
「
税
金
は
多
く

の
人
た
ち
の
役
に
た
っ
て
い
る
の

で
、
自
分
た
ち
も
税
金
を
納
め
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
快
く
納

教
育
委
員
に

矢
部
美
枝
子
さ
ん
再
任

矢部美枝吾さん

村
教
育
委
員
に
矢
部
美
枝
子
さ

ん
(
川
辺
)
が
再
任
さ
れ
、
十
一
月

新
生
児
誕
生

祝
金
を
支
給

平成14年12月

村
で
は
十
一
月

一
日
に
、
新
生
児

誕
生
祝
金
支
給
条
例
が
施
行
さ
れ

た
以
降
、
初
め
て
の
該
当
者
の

方
々
に
祝
い
金
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
出
生
児
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
第
三
子
に
十

万
円
、
第
四
子
以
降
は
二
十
万
円

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
該
当
者

は
五
人
で
す
が
、
こ
の
日
は
出
席

さ
れ
た
四
人
の
方
々
に
車
田
村
長

が
産
接
祝
い
金
を
贈
り
祝
福
し
ま

し
た
。

広報たまかわ

二
十
一
日
に
任
命
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

矢
部
さ
ん
は
、
教
育
委
員
を
二

期
八
年
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
実
績

が
評
価
さ
れ
再
任
さ
れ
た
も
の
で

す
。
な
お
、
任
期
は
平
成
十
四
年
十

一
月
二
十
四
日
か
ら
四
年
間
で
す
。

め
た
い
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

車田村長から祝金を贈られた出席者の皆さん

県中地方振興局長葺受章

鈴木亜希さん

須麓川税務署長菖受葺

浅野絵美さん

ー平成15年分の申告から特殊畑(水稲・普通畑以外)の標準が廃止されます

平成15年分の申告(平成16年2月16日"'3月15臼申告分)からJ水稲(耕作面積2ヘクタール未満)J及び、[普

通畑(自家用畑)J以外の農業所得標準(いわゆる特殊畑の標準)が廃止されます。耕作面積が2ヘクタール未満の水

稲及び普通畑以外の作物等を作付飼育している方は、平成15年分の申告から、水稲、普通畑を富むすべての作物等

について、実際の収入金額から実際の必要経費を差し引く収麦計算により農業所得を算出することとなります。

"'" 弓茎

玉川一小が交通安全優良校に

11月12日に平田村で開催された第8回石川地方交通安全

大会で玉川第一小学校が交通安全優良校として、福島県警

察本部長・福島県交通安全協会長連盟表彰を受賞しました。

また、同時に交通安全立看板コンクールの小学校の部で優

秀作昂に輝きました。同じく交通安全立看板コンクールで

)11辺小掌校と泉中学校が優秀作昆に輝きました。

:・収受計算のためには、次のことが必要です j 

1 販売した農産物等の出荷伝票、請求書、領収書等の保存及び記録

2 家事消費(自宅用・兄弟親戚等への贈答用)した農産物の数量の記録

3 事業消費(種苗用・農地の借地料の対価として麦払った米等)した農産物の数量の記録

4 年末において在庫(未販売・宋消費)となっている農産物、肥料、農薬、諸材料等の数量の記録

5 経費の領収書・請求書等の保奇及び記録 j 

ー記帳に纂づく収支計算のおすすめ

農業所得は、実際の収入金額から実際の必要経費を差し引く収麦計算により所得金額を算出することが原則です。

現在、主に比較的規模の小さい農家の方々が農業所得標準を適用して申告しておりますが、農業所得標準は申告

の単なる目安ですから、農業経営の一層の改善・合理化を図るためにも、農家の方々の個別の事情を反映できる収支

計算をお笛めします。

受算された玉川第一小学校の皆さん

画帳簿の記載方法は簡単です

税務署市町村では、確定申告の相談・記帳指導怠どを行っておりますので、お気軽にご相談ください。

7 



平成14年12月広報たま力、わ

• DミピさPタス.
IN 

K患かむ

い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に

火
災
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、

村
消
防
団
と
婦
人
消
防
隊
が
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
聞
は
総
合
運
動
公
園
で
模

擬
火
災
訓
練
及
び
基
本
訓
練
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
公
圏
内
の
水

利
施
設
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
消
防
隊
は
須
賀
川

消
防
署
玉
川
派
出
所
で
、
署
員
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
初
期
消
火
訓

練
に
取
り
組
み
ま
し
た
り

ふ
る
さ
と
C
M

出
演
者
が
元
気
を
ア
ピ
ー
ル

平成14年12月

三
十
秒
の

C
M
で
、
ふ
る
さ
と
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
2
0
0
2

ふ
く
し
ま
ふ
る
さ
と

C
M
大
賞
」
の

審
査
会
が
郡
山
市
の
ピ
ッ
ク
パ
レ
ッ

ト
で
開
催
さ
れ
、
我
が
玉
川
村
の

C

M
「
元
気
な
玉
川
村
」
が
大
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

「
元
気
な
玉
川
村
」
は
、
須
釜
小

学
校
四
辻
分
校
児
童
の
清
流
太
鼓
の

演
奏
と
は
や
し
に
の
せ
て
、
お
じ
い

さ
ん
や
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
し

た
表
情
で
元
気
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
審
査
員
か
ら
は
「
村
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、
訴
え
る
も
の
を
感
じ

ま
し
た
口
元
気
を
い
っ
ぱ

い
頂
き
ま

し
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の

C
M
大
賞
は、

K
F
B
福
島

放
送
の
主
催
で
、
県
内
印
十
八
市
町

村
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

大
賞
と
な
っ
た

C
M
「
元
気
な
玉

川
村
」
は
今
後

一
年
間
、

三
百
六
十

五
回
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
(
放
送
時
期
は
未
定
)

ま
た
、
審
査
会
と
表
彰
式
の
模
様

は
、
次
の
日
時
に
禍
島
放
送
で
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

E

O

 

3
U
V
 ・

放
送
回

目
白
平
成
十
四
年
十
一一
月
三
十

一
日

午

後

二
時
1
一二
時

二
十
五
分

広報たまかわ

二
回
目

平
成
十
五
年

一
月
五

日
午
後
凶
時
j
五

時
二
十
五
分

活
水
処
理
の
仕
組
み
を
学
ぶ

矢吹和志さん

泉保育所にベンチを寄贈
小高の矢吹和志さんが木製のりっぱなベンチ

5台を寄贈され、圏児たちが大喜びです。

矢吹さんは、あき時間を利用して 人でベン

チを製作されました。

保育所長は、「防腐剤などを塗って大切に便わ

せていただきますjと話していました。

多
彩
な
芸
を

披
露

第
二
十
七
回
玉
川
村
芸
能

発
表
会
は
村
民
体
育
館
で
午

前
十
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し

た
。蓉

、
胸
、
唄
、

三
味
線
や

詩
吟
な
ど
各
分
野
で
活
躍
さ

れ
る
方
々
が
次
々
に
芸
を
披

露
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

方
々
は
、
盛
ん
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
の
社
会
見
学
学

習
で
、
四
年
生
児
童
た
ち
が
川

辺
の
農
業
集
落
排
水
処
理
場
を

見
学
し
、
汚
水
が
き
れ
い
な
水

に
な
る
ま
で
の
仕
組
み
を
学
び

ま
し
た
。

担
当
者
か
ら
、
汚
水
が
流
入

し
て
か
ら
き
れ
い
な
水
に
な
る

ま
で
の
過
程
の
説
明
を
受
け
た

あ
と
、
児
童
た
ち
は
機
械
の
働

き
の
仕
組
み
を
質
問
し
た
り
、

実
際
に
汚
水
槽
の
フ
タ
を
と
っ

て
の
ぞ
い
た
り
と
、

有
意
義
な

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

福島空港はクリスマス気分!
11月23日から、福患空港のビル前の植え込みゃ館内につ

リスマス装飾が施され、訪れる人たちの目を楽しませていま

す。今年はメッセージツリーが登場し、来館者に自由にカー

ドに記入してもらいツリーに飾ることができるほか、力一ド

記入者の中から 100名の方にプレゼントが贈呈されます。
(ブレゼ、ン卜対象者は小掌生以下)

また、12月8日、 15巴、 22日の3週の日曜日につリスマ

スコンサートが開催されます。
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法百
務三
フミ:さ

感臣合
謝
状

人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た

石
井
賞
さ
ん
(
小
高
)
に
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
村
長

室
に
お
い
て
法
務
局
白
、
河
支
局
長

か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
三
期
九
年
に
渡
り
、
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
大
き
く
貢
献
し
た

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
数
少
な

い
中
か
ら
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

女
性
グ
ル
ー
プ

交
流
会

愛
媛
県
玉
川
町
生
活
文
化
女

性
塾
の
会
員
七
名
が
本
村
を
訪

れ、

本
村
の
女
性
グ
ル
ー
プ
と

の
交
流

・
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
生
活
文
化
女
性
塾
の
皆
さ

ん
は
、
女
性
の
社
会
参
画
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
で
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交

流
を
通
じ
見
聞
を
広
め
白
己
啓

発
を
図
ろ
う
と
、
同
名
が
縁
で

交
流
し
て
い
る
本
村
を
訪
問
し

た
も
の
で
す
。
村
か
ら
は
、
車

田
村
長
、
車
田
教
育
長
を
初
め
、

磐
青
の
会
、
泉
婦
人
会
、
須
釜

女
性
の
会
、
女
性
か
ら
見
た
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
さ
ん
が

参
加
し、

意
見
交
換
や
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
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~ふくしま駅伝より~

(宗

一公

団団司直の健康ごよみ

三種混合予防接種

午後1時~

3""'4ヶ月児健診・

17日(火)

18日(水)

.12月

平成15年度

泉保育所入所児童募集

泉保青所では、次の要領で平成15年度の入所児童を雰集

します。

募集予定児童数 30名程度

申込期間 平成14年12月9日(月)から平成14年12月27日
(主)まで

苅象児童 平成9年4月2日~平成14年4月 1日までに生

まれた児童で、就労等のため家庭での保育が出来ない場合に

限ります。

申込場所 玉川村役場健康福祉課

申込にl必要なもの

①印鑑 ②家族の就労証明を関係会社等から証明を受けて持

参(各種用紙は健康福祉課にあります)

※就労証明書は会社から、農業従事証明書は農業委員会から、

自営証明書は民生委員からそれぞれ証明を受けてください。

間合わせ先 玉川村健康福祉課(fi57-4623) 

@
a
e
e
@
@
a
w
窃

務

倫

W

A

噂
命
傷
@
の
@
a
w
@
a
e
e
a
'
@
勉

w
m
w
a
w
a
w
h
w

午後1時30分~

国税だより

財産をもらったとき

玉川村の平成15年新春豆例会は、次の日程により開催しま

す。参加を希望される方は、事前に参加申込みをお願いします。(果JC¥の健康相談臼・

午後1時30分~

園 1月

8日(水)

個人から年間110万円を超える財産をもらったときには、

もらった人に贈与税がかかりますが、 一定の要件にあてはま

れば贈与税の申告をすることにより、贈与税が軽減されます。

①婚姻期間20年以上の夫婦の闘で居住用不動産などの贈与が

あったとき、最高2，000万円の配偶者控除があります。

②父母または祖父母から住宅取得資金又は住宅増改築資金の

鰭与を受けたとき、 550万円までは贈与税がかかりません。

( 1，500万円までは贈与税額軽減の対象となります)

なお、これらの適用を受けるためには一定の手続きが必要

です。

詳しくは、お気軽に最寄の税務署や税務相談室にお尋ねく

ださい。

タックスアンサーのコード番号は、【4552](夫婦の闘

で居住用不動産を贈与したときの配偶者控隙)、 [4502]
(父母なと。力、ら住宅取得議金の贈与を受けたときの特例)な

どです。

午後 1時30分 ~

村総務課まで申込みください。(fi57-4621) 

平成14年12月24日(火)まで

平成15年 1月6日(月)

マーヴ、エラス末広

2，000円

時

-申込期限

所

費

-申込先

-自

-場

-会

Z百ノ¥
ノ')r(~

公立

公立岩瀬病院

三種混合予防接種

3""'4ヶ月児健診

/，¥τ「
ムコ、ムム

午後12時45分~

午後 1時30分~

.保健センター

須釜公民館

14日(火)

15日(水)

{呆

3否ん¥
ノ')r(ぷ-"

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金とし て寄村をいただき ましたn

厚く御礼申 し上げます。 (村社会福祉協議会)
・小高の高原裕之さんから ・雨須2訟の鈴木邦雄きんから

・ す~:/i去寺の{!i久 {lJJTE治 さんから ・:/，ヒ須釜の矢吹捨治さん;j、ら

・校法寺の/，.-/l7;喜久雌さんから ・:!ヒ鎮祭の宗f&/i告!惨さんから
・1量的の小林投百J:さんから ・jヒ!J:'(J訟の榊校徳夫さんから

.11説者の小称1!{!J~よ さんから ・第16!J1，*U討手ゴルフコンペ'文行委討会から 6].900/1]
・rl'i!I?釜の大野お;ーさんから ・津軽三味線小山賀英会福島教安から 32.880内 @ 句島

幼稚園児の募集
村立却稚菌へ入圏を需望9る却児を、下記により募集いた

しま昔。

お申し込みになる方は、入国を希望する却稚園へ、印鑑を

ご持参のよ、手続きをお願いいたします。

定員120名 《平成9年4月2自から平成10

年4月1日までに生まれた幼兜》

1、対象幼児

傷

。
@ 

‘9 . 
-e 
e 
e . 
@ 

@ 

@ 

"4験 . . 傷

月号 EB りりか

関 乃也

小林斗吾

阿 部愛香

仲11 原千尋

須田伊#長

ィシ

崎

釜須

竜

南

@ 脅陣 。

平成15年度

岱 57-4628
fi57-4629 
岱 57-4630
岱 57-4631
fi57-4632 
fi57-4633 

農業委員会

企画財政課

議会事務局

水道課

公民館

教青委員会

総務課 fi57-4621 
税務課岱57-4622
健康詣祉課 fi57-4623 
住民課 fi57-4624 
会計室 fi57-4625 
建設課 fi57-4626 
農政課 fi57-4627 

1，831戸(+2)

7，578人(-13)

電島 命 e 11> 

告診 @ 傷 " . 唱.，診 @翁
@ 

@ .. .. 
@ .. 
e . 
@ .. 
寄与

@ 

役場への電話は
直通でお掛け下さい

10 

定員100名《平成9年4月2白から平成11

年4月1臼までに笠まれた抑児》

2、受付期間

平成15年1月10日(重)から平成15年1月24日(宣)

※受付期間中の土ー日曜日、祝日は受付しません

3、受付場所 いずみ・すがま釦稚園

※受付の際、入園願書を記載して頂きます。印鑑を持参し

てください。

4、 その他 現在、すがま幼稚闇に入園されている4歳児

で、引き続き入冨を希望される方は、入園手続きを要しませ

ん。不明な点は、玉川村教青委員会(岱57-4633)へお尋ね

ください。

金一軍

名

1

氏

訪
れ
以
明

日ん生

竹

出

ζ
J
ノ

地区名

岩法寺

-
四

Mme-

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
1

1

1

村
公
民
館

お詫びと訂正

1 1月号掲載の[よい歯のコンクー

ルjで名前の誤りがありましたので、

お詫びの上訂正いたします。

村のようす
(14年 12月1日現在)

そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
生
か
す
花
花
の
彩
リ
の
上
を
舞
う
蝶
々
は

阿部刻太くん
南須釜

(保 ・喜四郎)

期
待
せ
し
構
造
改
革
捗
ら
ず
党
略
派
閥
沿
道
む
る
ば
か
リ

1月間出分)

世帯主名

裕之

正美

喜久雄

吉 弘

幸義

豊司

千品

手E
f車、
r告
捨

長
ヒ

コ
」

た

η
ム
口

封

3

2

1

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

|お誕生おめでとうございます|
( 11月届出分)

保護者名

義 和

利人

健太郎

裕也

善四郎

El日広

まi主

吉
田生す

菜
の
花
匂
う
樹
下
を
歩
み
つ
つ
自
に
も
肱
し
き
夫
の
幻
影

松
並
木
過
ぐ
れ
ば
君
の
古
里
へ
走
る
車
を
稲
穂
は
迎
う

小
針
み
ね
子

生十

せ
が
ま
れ
て
頬
膨
ら
ま
す
風
船
に
怒
れ
る
河
豚
と
子
ら
嘱
し
来
る

吉
田

誕
生
会
噌
」
こ
に
も
唯
我
独
尊
の
士
あ
り
口ハ
に
指
示
し
て
座
る

崎

。
凶辻新田

3，760人(-4)

3，818人(-9)

直
子

死亡者氏名

高 原昭一
佐久間ケサ

吉 田吉治

小林 正 輿

小村三フク

小林 喜 子

プミ型子 フク

鈴木粂市

杓1
'
枝 吉 i窓

宗形 ミチ子

矢 吹覚治

名

高

寺

崎

釜

釜

区

法

。

タ

ク

須

ク
須

0

0

地
小
山
石

竜

南

北

今
月
の
納
税

固

定

資

産

税

第

3
期
分

由
民
健
康
保
険
税

第

6
期
分

〔
納
期
限
は
ロ
月
お
日
(
水
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】イニ

さ
る
な
し
俳
句
会
十

一
月
句
会
詠
草

診
森
終
ゆ
真
正
面
に
冬
の
虹

...." 

「丁
、兵ァ

υ、

い
と
ほ
し
む
ご
と
風
に
揺
る
冬
守
つ
び

真
知

由
記

転
た
寝
の
党
め
て
ひ
と
リ
の
夜
寒
か
な

愛
子

す
く
ぽ
燃
す
け
む
リ
の
行
方
定
ま
ら
ず

仁
美 華

悲
葉
踏
む
音
の
湿
り
と
日
の
暮
る
る

英
祐

冬
め
く
や
A

食
い
初
め
の
棋
の
祝
い
繕

春
患

雄
子

美
枝

病
む
夫
の
患
痴
に
も
馴
れ
て
冬
に
入
る

1 1 



私
の
ふ
る
さ
と

玉川村役場 n(0247) 57 -3101 編集/総務課印刷/倒円谷印刷(毎月 15日発行)発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中11殴9

シリーズ

令自の食卓⑮

カルシウムを上手にとって
丈夫な骨を作りましょう

ー
岩
手
県
東
和
町

i

鹿
又
か
お
さ
ん
(
川

岩
手
県
の
東
和
町
と

い
っ
て
も
ご
存
知
の
な
い

方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い

ま
す
。
東
和
町
は
、
花
巻
市
と
北
上

市
に
接
し
て
お
り
、
洋
画
の
先
駆
者
、

高
鉄
五
郎
の
生
誕
の
地
で
す
。
雄
大

に
広
が
る
回
瀬
湖
に
は
ヨ

ッ
ト
ハ

l

パ
が
整
備
さ
れ
、
手
軽
に
ヨ

ッ
ト
や

カ
ヌ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
平

成
十

一
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
ボ
ー

ト
競
技
会
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
毘
沙
門
ま

つ
り
で
毎
年
四
月
に
開
催
さ
れ
る
全

国
泣
き
相
撲
大
会
が
あ
り
ま
す
。
こ

今月は、 11月28日に開催された[たまかわ健康教室j

でカルシウムいっぱい調理実習の中で実習した献立を

紹介します。

カルシウムは、牛乳、乳製自だけでなく、大豆製自、小

魚類、海藻類、緑黄色野菜などにも多くさまれています。

小松菜、ほうれん草、チンゲン菜、切干大根、おからなど

は舎が簡です。是非上手に活用し、効率よくカルシウム

をとりましょう。

『小松菜と菊の和え吻』

れ
は
、
満

一
歳
の
子
供
を
抱
き
抱

え、

互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
先

に
泣
い
た
方
が
負
け
と
な
り
、

大

会
は
全
国
か
ら
の
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
会
場
に
は
兜
蹴
(
と
ば
っ
)

毘
沙
門
天
立
像
が
あ
り
、

高
さ

凶
・
七
三

m
の
一
本
彫
の
成
仏
と

し
て
は
日
本

一
の
も
の
で
す
。
そ

の
鬼
気
せ
ま
る
立
像
を
是
非
ご

く
だ
さ
い
。

辺

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
寄
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

1
4
6
2
1
)

• 
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一作 り方一

①小松菜はゆでて、 3センチに切る。

②菊は花びらを摘み、酢少量を入れた鍋でさっとゆで、

水に取り水気を絞る。

③のりはさっとあぶり、手でもむ。

④①②③をホ-)しにいれ、昧付けなめたけを加えさつ

と混ぜる。

一材料(6人分)一

・小松菜 300g 

・黄菊 61~ 

酢少々

@のり 1枚

・0未付けなめたけ(瓶詰め)

心に残る我がふるさと

『自鍬踊りJ

弟の

ん

ん

さ

さ

芸

大

渓工山

一

眼

区

主

刊

原

問

ほ
猪
注
五

割

一

演

一

京

臨

東

(

師
走
に
入
り
、
朝
晩
の
寒
さ
も
厳

し
く
な
り
ま
し
た
。
玉
川
村
の
皆
様
、

東
京
玉
川
会
の
普
様
お
元
気
で
す
か
。

今
年
は
不
景
気
で
し
た
ね
。
来
年
は

少
し
で
も
景
気
が
良
く
な

っ
て
く
れ

れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

私
も
上
京
以
来
、
半
世
紀
を
過
ぎ

ま
し
た
。
「
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
」
を
し

て
幼
き
日
の
思
い
山
を
記
し
ま
す
。

秋
祭
り
、
白
鍬
蹄
り
、
郷
社
で
豊

作
を
感
謝
し
て
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
天
狗
一間
の
先
迷
が
、
何
を
持

っ

て
い
た
か
は
は

っ
き
り
せ
ず
(
へ
い

束
)
、
二
ト
人
位
が
白
は
ち
巻
じ
白

足
袋
、
化
粧
さ
れ
た
鍬
、
背
に
は
花

飾
り
の
末
広
を
背
負
い、

笛
と
は
や

し
に
合
わ
せ
て
「ジ
ャ

ン
」と
言
、つあ

の
音
、
今
思
い
出
し
て
も
壮
厳
な
気

持
で
す
。
若
人
達
は
相
当
に
練
習
し

た
で
し
ょ
う
。
今
は
農
家
も
機
械
化

さ
れ
、
鍬
を
使
っ
て
い
る
農
家
は
な

い
で
し
ょ
う
。
保
存
会
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
、

今

一
度
見
た
い
で
す
。

ま
た
、
獅
子
舞
も
あ
り
ま
し
た
。

東
福
寺
の
境
内
で
、
ひ
ょ

っ
と
こ
面

を
被

っ
た
先
達
と
三
匹
の
獅
子
が
太

鼓
を
き
り
り
と
締
め
た
姿
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
た
よ
、
つ
に
思
わ

れ
ま
す
。
農
村
の
楽
し
み
の
行
事
の

一
つ
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

今
は
飛
行
場
が
出
来
、
道
路
も
整

備
さ
れ
近
代
的
な
風
景
に
変
わ
り
行

く
ふ
る
さ
と
、
少
し
淋
し
い
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。
貧
し
か
っ
た
昔
の
時

代
が
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

玉
川
村
の

並
々
の
発
展
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
玉
川
村
の
皆
様
、
束
京
玉
川
会

の
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
、

二

O
O
三
年
を
心
身
と
も
に
元
気
に
お

迎
え
く
だ
さ
い
。
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